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要旨
　学ぶ側である学生たちが持つ「家政学」のイメージを明らかにすることによって，教育・研
究者が理念としている「家政学」の学びが展開されるための示唆を得ることが，本研究の目的
である．方法としては，名古屋女子大家政学部家政経済学科に在籍している１年生82名を対象
に調査を行った．家政学原論の第１回目の授業（2011年４月）において，学生に「『家政学』
と聞いてイメージすることを一人２個ずつ書いてください」という指示を与え，白紙1枚に1つ
ずつ書いてもらったイメージを分析した．
　その結果，学生の「家政学」に対するイメージは，家族，家庭，生活，衣食住，家庭科といっ
た「家政学の対象」に関するもの，「生活に必要な学問」「生きていくために必要なこと」といっ
た「家政学の意義」に関するものが大部分を占めた．ほかに，「家政学の独自性」や，実際に「学
んでいる場」に関するイメージがみられた．家庭科教育における学びや，所属学科名，学科構
成の影響がみられ，家政学の核概念や意義，学問としての家政学の立場を学生が理解できる授
業が必要であり，またそれらを理解することは学生の大学での学びの基盤となると考えられた．
